
帯広市上下水道耐震化計画について（概要版） 
１ 計画策定の背景 
〇令和６年 1 月 1 日に発生した能登半島地震では、上下水道施設に甚大な被害が発生し、特に浄水場や下

水処理場およびそれらに直結した管路など、被災すると広範囲かつ⻑期的に影響を及ぼす上下水道の
「急所施設」の耐震化が未実施であったことなどにより復旧が⻑期化しました。 

〇更には、災害時においても従来どおり水の使用を可能とするためには、水道と下水道の両方の機能を確
保することが重要であり「避難所等の重要施設に接続する上下水道管路」の耐震化を計画的・重点的に
進める必要があります。 

〇こうしたことから、国から災害に強く持続可能な上下水道施設の構築に向けて、上下水道一体で耐震化
を推進するため、「上下水道耐震化計画」の策定が求められました。 

２ 計画の概要 
（１）目標 

①急所施設 
上水道事業 今後概ね５年間で中島配水池への送水管の耐震化完了を目指す。 

簡易水道事業 
今後概ね 30 年間で浄水場などの耐震化完了を目指す。 
今後５年間では、⼗勝中部広域水道企業団からの受水切替に向けた川⻄浄水場への送
水管整備を進める。 

②避難所等の重要施設に接続する上下水道管路等 

上水道事業 
 ・下水道事業 

今後概ね 10 年間で上下水道管路等の耐震化完了を目指す。 
今後 5 年間では救急告示病院に接続する上下水道管路等の耐震化を完了させるほか、
指定避難所や防災関係機関等に接続する上下水道管路等の耐震化を進める。 

簡易水道事業 
今後概ね 30 年間で水道管路の耐震化完了を目指す。 
今後５年間では指定避難所に接続する水道管路の耐震化を進める。 

（２）計画期間 
令和７年度から令和 11 年度までの５年間（以降 5 年毎に更新） 

（３）避難所等の重要施設の設定 
  

対象施設数 
上下水道管路等の耐震性能確保済みの 

施設数 
  R6 末見込 R11 末目標 

下水道処理区域内 

指定避難所 40 1 27 
医療機関 16 1 10 
防災関係機関等 18 2 12 

計 74 4 49 

下水道処理区域外 

指定避難所 11 0 0 
医療機関 0 0 0 
防災関係機関等 2 0 0 

計 13 0 0 
合  計 87 4 49 

 
 

（４）急所施設の耐震化 
〇上水道事業 

 対象施設・施設能力等 耐震化率等 
R6 末見込 R11 末目標 

①取水施設 稲田浄水場 取水能力 44,000 ㎥/日 100％ ― 
②導水管 稲田浄水場  導水管延⻑ 210 m 100％ ― 
③浄水施設 稲田浄水場 浄水能力 40,000 ㎥/日 100％ ― 

④送水管  送水管延⻑ 15,944 m 87％ 100％ 

（うち未耐震…中島分水施設〜中島配水池 2,150m） 
⑤配水池 南町配水池など 11 池 有効容量 30,124 ㎥ 83％ 83％ 

（うち未耐震…南町配水池２池 5,230 ㎥、今後廃止予定） 
⑥ポンプ所 稲田浄水場など５施設 施設能力 141,872 ㎥/日 100% ― 

〇簡易水道事業 
 対象施設・施設能力等 耐震化率等 

R6 末見込 R11 末目標 

①取水施設 川⻄取水場、岩内浄水場 取水能力 2,551 ㎥/日 3％ 3％ 
（うち未耐震…川⻄浄水場 2,483 ㎥/日） 

②導水管 川⻄取水場〜川⻄浄水場 導水管延⻑ 3,780 m 0％ 0％ 
③浄水施設 川⻄浄水場、岩内浄水場 浄水能力 2,319 ㎥/日 0％ 0％ 

④送水管  送水管延⻑ 11,295 m 99％ 99％ 

（うち未耐震…川⻄浄水場内 120m） 
⑤配水池 川⻄浄水場など８池 有効容量 1,842 ㎥ 98％ 98％ 

（うち未耐震…岩内配水池２池 42 ㎥） 

⑥ポンプ所 川⻄浄水場など６施設 施設能力 7,497 ㎥/日 29% 29% 
（うち未耐震…川⻄取水場・浄水場、岩内浄水場 5,308 ㎥/日） 

※川⻄浄⽔場などについては、企業団受⽔へ切替後、廃止予定 
〇下水道事業 

帯広川終末処理場については、汚水処理統合するため計画の対象外 

（５）避難所等の重要施設に接続する上下水道管路の耐震化 
〇上水道事業 

 R６末見込 耐震適合率 

未耐震管 耐震管 
耐震適合管 合計 R6 末見込 R11 末目標 

①下水道処理区域内 配水管 40,772m 64,747m 105,519m 61% 83% 
②下水道処理区域外 配水管 6,205m 5,481m 11,686m 47% 91% 

〇簡易水道事業 
 R６末見込 耐震適合率 

未耐震管 耐震管 
耐震適合管 合計 R6 末見込 R11 末目標 

①下水道処理区域外 配水管 40,447m 19,179m 59,626m 32% 37% 
〇下水道事業 

 R６末見込 耐震化率 

未耐震管 耐震性能 
確保済 合計 R6 末見込 R11 末目標 

下水道管路 6.6km 97.6km 104.2km 94% 100% 
 

令和 7 年 2 月 25 日 
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